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論文内容の要旨
目的
体液循環路に於ける胸管の位置は極めて重要であるに係らず，その病理学的検索は内外を問わず不充分
であって，今日に至るも尚盲点となっていた事は否めない。一方近時，白血病が腫虜であるという概念は
もはや動かし難い定説であるが，私、は腫場細胞としての白血病細胞の血液内侵入，即ち白血病なるものを
一つの症候と見なしこれに対してリンパ流への侵入状態を調べて血液の変化との関連を考察し，従来種々
の混乱のあった造血臓器の腫療の分類に対し，その病理学的性格を比較検討して解釈上の困難解決に幾分
とも寄与せんとして，各種白血病及び悪性リンパ腺腫，悪性腫虜， その他の疾患の胸管を routine に検
した。
症例
本学の病理学教室等で‘行った病理解剖体100伊uの胸管を取出し， H.E 染色，マロリーアザン染色を施し
て，組織標本での細胞学的組織学的変化を検索した。
白血病例19，内，リンパ性白血肉腫を含むリンパh性白血病 5 ，急性骨髄性白血病 5 ，慢性骨髄性 2 ，単
球性白血病 3 ，緑色腫性白血病 2 ，慢性赤白血病 1 ，急性赤血病 1
悪性リンパ腺腫12，内，リンパ肉腫 6 ，ホジキン氏病 3 ，細網肉腫 3 ，
再生不良性貧血 1 ，汎骨髄労 1 ，無頼粒球症 1 ，類白血病反応 2 ，紫斑病 1
各種痛24，その他の悪性腫場 9 ，
t記以外の疾患30，計100例である。
結果
白血病及び悪性リンパ腺腫に於げる胸管内にみられるのは殆んど凡て腫場性性格の細胞であり，大小の
凝固塊として認められる部もある。血栓は新しいものから既に器質化したものもある。血栓は出血性素因の
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あるものに認められ，後援J良，腸潤良両リンパ腺の出血i乙起因する。胸管の内皮細胞の剥離によって来る
血栓も考えられる。胸管周囲組織や胸管附属のリンパ腺の白血病浸潤から胸管が浸潤されて管壁の弾性線
維筋線維の聞を内陸の方へ腫場細胞が破壊侵入し遂には全く胸管を腫易化せしめる。叉白血病，悪性リン
パ腺腫の両者に本質的な差は認められない。その他赤白血病細胞，ホジキン氏細胞，巨校球等を胸管内に
初めて認めた。
悪性腫場の際胸管では上皮性腫虜に特に変化が強く殊に後腹膜臓器原発のもの及後腹膜に転移を来した
ものが更に胸部臓器及びウイルヒョウ氏腺への転移の際，胸管を中心とした一つの転移系を進み，胸管自
身にも白血病にみられたと同様の変化を示して来ることがわかった。その他の疾患で死亡した症例を集め
て胸管内リンパ球の絶対数を概算し叉その百分比を行って見ると，細胞数は6.300乃至928.500でリンパ球
は60乃至97%好中球 1 乃至28箔単球0乃至 8%その他である。 乙の数値は決して絶対的正確度は示さない
が，各種疾患の細胞成分の数的変動が個人差を凌駕すると忠はれるものがある。事実乙れによって肝疾患
に於ける胸管内リンパ球の絶対量増加がみられたが，今後の例数を追加したい。
結論
胸管の病理組織学的精査を初めて， routine に行い，在来の白血病その他疾患に於げる推測的な諸説に
対し鍵点となると思へる諸事実を立証した。
( 1 ) 各種白血病19例の胸管には常に腫場細胞が血栓をなして脊在し遂に挟窄乃至閉塞に至るものがあ
る。叉周囲組織及びリンパ腺の白血病浸潤によって胸管が浸潤破属される事がある。
(2 ) リンパ肉腫の中には血液にこそ著明な変化を来たさないにかかはらず，白血病と区別出来ない所
見を示すことがある。
( 3) (1) (2) により白血病に於けるリンパ流の役割が血流に於げると同等の重要性を示すものとする。
( 4 ) 悪性の上皮性腫療の内，胸管内に腫場細胞を認める例は原発部位の如何を聞はず，大部分が後腹
膜に腫場増殖のある乙とを実証した。
( 5 ) 血液性疾患の多くは胸管内にも出血を認める。
( 6 ) 腹腔臓器の炎症の際に胸管を介して炎症細胞が移動し胸管内に膿血栓を造るに至るものがある。
( 7 ) 間質炎性変化のある肝硬変及び肝炎では胸管内にも異常の淋巴球増多をみたものがある。
論文の審査結果の要旨
体液循環路に於ける胸管の位置は極めて重要であるに係らず，その病理学的検索は内外を問わず不充分
で文献的にも数える程しか見られず，それも殆んど癌の転移に関するものである。叉白血病の本態が全身
の造血臓器の系統的増生であるという考えは過去に於て圧倒的であったが現今では諸種の観点からもはや
悪性腫療として理解するのに何等の疑念をもはさまないのが大勢である。而しこれが癌肉腫同様単元的発
生を行って全身に拡大転移するという観点の下に，人体解剖例の病理組織学的検索を試みた研究は極めて
少し且叉それをリンパ流を主として行ったものはその着服すらない。著者は白血病に於ける全身臓器，に於
ける広汎な浸潤は決して血液への白血病細胞の流入によるのみの現象でなく，リンパ流リンパ管への流入
がその重要な要因であることに着目して中枢リンパの輸送幹管たる胸管を中心に末梢各臓器リンパ道の白
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血病細出のと是i閣を観察した。白血病19例及び悪性リンパ腺腫12例と並び痛を含む悪性踊場33例，血液疾患
6 例， その他， 事故死を合む他疾患30例の胸管を病理解剖で略全長採取し連続切片を作成して， 腫場細
胞，異常細胞の見落しを可能なる限り防止した。
その結果胸管に於ては白血病悪性リンパ腺腫共本質的に具らない腫湯性侵襲を示し一部のものでは壁の
腫虜置換や血栓による栓塞及び閉塞等の所見をf守た。叉この病態は府及び一部の肉腫に於ても浸潤様式の
機構に於て全く具らないことを認めた。更に他臓器のリンパ道に於ても多数の白血病細胞が流入浸潤して
胸管内所見と概ね並行し，組織学上で白血病浸潤として認められるのは主としてこの経路の浸潤によるも
のである事を認めた。
更に炎症性疾患や類白血病反応に於げる胸管内細胞所見が調べられ，血液疾患では多く出血のあること
が実証された。
叉連続切片によって胸管内細胞数を求めて比較値ではあるが，間質的炎症を伴う肝炎，肝硬変で胸管リ
ンパのリンパ球数が異常に増加することを認めた。
以上本研究は白血病の侵襲は血液にのみ起るのではなく，むしろリンパ道を経路としての病変拡大が本
質的に重要であることを示し，白血病の臓器組織の変化は乙の機構が主因であることが癌等と同等である
ことを提唱するものである。而し更に動物実験を加えた系統的検索によって理論を進めるべきであろう。
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